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[講演概要] 
竹内プログラム委員長から「温故知新セッション」のお誘いを受けたが，およそ全国大会

で発表した記憶がない．調べてみるとこの 5 人連名の末尾に自分の名前がある「CAP プロ

ジェクト(1)」が大会予稿集に名前のある唯一のものらしい．登壇発表者は今は亡き広瀬健

氏である． 
これでは資格がないので竹内さんには一旦お断りしたら，広瀬氏を偲ぶという趣旨で話し

たらどうかとの示唆を得た．中にはこのような変わったものもあっても面白いかと，お引

き受けした． 
これは ICOT(第 5 世代コンピュータ)プロジェクトの 1 つを紹介したものである．テーマは

数学者の道具となる定理証明系の開発である．広瀬氏は CAP プロジェクト委員会の委員長

で，共著者の横井氏(現東京工科大)，坂井氏(現筑波大)，横田氏(現岡山県立大)は，ICOT メ

ンバーとしてこのプロジェクトを主体的に動かしていたリーダー達であった．いずれも現

在は大学に席を置かれて活躍されている．しかし，このプロジェクトには他にも多くの有

力な参加者があった．一部の名前を挙げると佐藤雅彦氏(現京大)，筧捷彦氏(早大)，林晋氏(現
神戸大)といった人達である． 
筆者は，当時(株)三菱総合研究所に所属し，ソフトウェアの開発その他，このプロジェクト

に関わる作業の委託を受ける外注先という立場であった．筆者自身は定理証明系の専門家

であったわけではなく，それ以前もその後もこの分野を研究の中心においたことはないが，

1970 年代のプログラム検証系の開発や，1990 年代のモデル検査の応用などで，多少なりと

も縁が続いてきたとは言えるだろう． 
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